を 刈り取り はしまい という 安心が あるのと、 二つに は 

戦 さわぎに 馴れき つて、 英国の 商人 たちのよ うに 

tDusiness as usual と 悟りす ましていた のであった。 

府中の 館が 陥ち たという 噂が 昼頃 伝わって 来た。 

日中で あるから はっきり は 聞えなかった が、 戦の さけ 

びが 聞え たり、 火事の 煙が ほのかに 見えた。 お 館が 亡 

びる の だと 百姓 は 思った。 自分の 家の 上に 覆い 被 さつ 

ていた 大木の 倒れた ように 明るくな つたよう な 気持 も 

する し、 なんだか 残り惜し いような 気持 もした。 しか 

し 織 田に なっても 武田 になっても、 氏 元 ほどの 誅求 

はやる まいと 皆が 高 をく くって いるので、 今 川 氏の 盛 



れば、 はいている 白 足袋 は ほこりで 鼠色に なって いる。 

もも だち こむら 

腿 立 を 取った ために 見えて いる 右の 腓 に 一 寸 ばかり 

の 傷が あって、 血が 絶えず 流れて いる。 

「高 天神の 城へ はどう 行く のじ や、 教えて たも」 と、 

ややせ き 心に なって 繰り返した。 しかし 子供 は 皆 ぼか 

ん としてい る。 この頃の 子供 は 義務教育 など で 早熟 さ 

れ ていないから、 誰も はきはきと 物が いえない。 知ら 

ねば 知らぬ といえば いいの だが、 それが なかなか いえ 

ない。 皆 ぼかんと している。 少年 は 三度 sf を 重ねた。 

するとい ちばん 年 かさの 子供が やっと 口 を 開いて、 

「天神さん のこと けえ」 というた。 この 声 をき くと 若 



げん きょ こう ゆう 

ている ように、 言に 怯に して 行に 勇なる ものであった _ 

さ そリ 

いざ 暄嘩 だとなる と 身構えが 違つ てく る。 蠍 のよう 

に 少年に 飛びつ いた。 少年 ははつ と 身 を かわして 腰の 

一 刀 を 抜こうと した。 この 意志 はこの 場合、 非常に 適 

当で あつたが、 実現 はせられ なかった。 一人の 子供が 

猛然と して 身 を 躍らし、 柄 を 握った 少年の 手に 思い切 

リ嚙 みついた からで ある。 他の 子供 も 最も 適当な 場所 

を 攻撃した ので、 少年 は 手 もな くそ こへ 引き 据えられ 

てし まった。 子供た ち は 専制 者 を 倒した 革命 党の よう 

に 得意で あ つ た。 

少年 は 身 を もがいて 逃れよう とした。 しかし 子供の 



る 人々 は 彼の 名 を 呪って いる。 彼の 悪評 は駿河 一国の 

隅々 にまで 響いて いる。 その 悪評 を 耳に しないの はお 

そらく 彼 自身 だけであった かも 知れない。 実際、 右衛 

ちょ-つこう 

門に はなん の 罪 もない の だが、 右衛門の 寵幸と 今 川 

家の 退廃と が 同時に 起った ので、 単純な 世人 は その 前 

に 因果関係が あると 思った ので ある。 実際 彼 は 一 人の 

無邪気な 少年に 過ぎない。 彼 は 十三の 時に、 京の 

にしのと ういん わ びず ま い 

西洞院 に侘 住居 をして いた 両親の 手から 今 川 家 へ 

こごしょう 

児 小姓に 召し上げられ たので、 それ以来 は、 ただ 主君 

や 周囲から せられる こと を 受動的に 甘受して いただけ 

で、 自分の 意志 を 働かして は 何 一 つした こと もない が、 



「命が 惜しい、 命ば かり は 助けて 下され」 といった。 

「頭の 下げよう が 足りない」 と 弥惣次 は 怒鳴った。 

右衛門 は 土に つく ほど 頭 を 下げた。 さっきから 再び 

集って いた 子供 は 一 斉 にわら つた。 

「さあ、 はよう 失せ おれ」 と 二、 三人に 突き飛ばされ 

て、 右衛門 は よろよろと 立ち上った。 美しい 顔 を 泣き 

w しながら、 ただ 襌 だけ を 身に 纏うて とぼとぼと 夕 

日の 下 を 西の方へ 歩んで 行った。 百姓 ども は 皆 この 臆 

病 者 を あざわらった。 しかし 裸で 歩く ことが ことさら 

に 軽蔑の 一原 因と なった と 思って はいけ ない。 この頃 

の 少年 は、 夏 はたいて ぃ襌ー つで 歩いた もので あるか 



れた 雲助の 手の ようになった。 

r 片手で も 命 は 助かりた いか」 と 刑 部が またき いた。 

右衛門 は 恐ろしい 苦悶 を 顔に 現しながら 頷いた。 刑 部 

の 君臣 はまた どっと わらった。 刑 部 はまた 口 を 切って、 

「片手で は 安い、 両手 を 切って なら 助けて やろう」 と 

いった。 右衛門に も 言葉の 意味 はわかった らしい。 太 

刀 取り は、 

「否か応か」 と 聞いた。 右衛門 はわず かに 頷いた。 太 

刀 取りの 声が 再び かかる と、 彼の 右の 腕 は 血糊 を 引き 

ながら 三 間ば かり 向う に 飛んだ。 右衛門の 姿 は、 我々 

にと つて はかなり 残酷に 思われる が、 戦国時代に はこ 



十八 貫の 鉄の 棒を苧 殻の ごとく 振り回す 勇士 や、 敵将 

の 首 を 引き抜く 豪傑 はたく さんいる が、 人間ら しい 人 

間 を 常に miss していた。 自分 は、 浅 井 了 意の 犬張子 

を 読んで 三 浦 右衛門の 最後 を 知った 時、 初めて "There 

is also a man." の感に 堪えな か つ た。 
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